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2WP－11 韓国都市集合住宅における居住者の洗濯慣習の実態と
　　　　　洗濯関連空間の検討

奈良女大生活環境　　○任喜敬　今井範子

住　　居

【目的】本研究は，韓国の都市集合住宅の居住者を対象とし，住戸内において洗濯行為が

どのように行われているか，洗濯慣習の実態を明らかにし，それと同時に洗濯機置き場と

して計画されている多用途室（タヨンドシル）を含め洗濯関連空間の現状と問題点を明ら

かにすることが目的である.

　【方法】韓国の４大都市の一つである地方主要都市，光州直轄市に最近建設された（1989

～1992年）民間分譲集合住宅を選定，主婦を対象とした質問紙調査（写真記録を並行）を

行った．調査期間は, 1994年8月25日～9月3日．有効サンプル数335 .

　【結果】洗濯機所有（99%）の家が殆どである．洗濯物は天日で乾燥する要求が強く，乾燥

機は殆ど普及していないのが現状である．洗濯頻度は毎日１回程度が多い．洗濯時間帯は

午前中が多い．また妻の職業有無別，家族人数別に洗濯習慣に違いがみられた．汚れ物は

下洗いする家が多い．ワイシャツ，靴下，下着類等は手洗いする家が多く，手洗いする習

慣が残っている．洗濯機置場は多用途室が最も多く，洗濯空間として多用途室の利用が確

認された．多用途室に対する居住者の不満は狭いという不満が多く，また洗濯槽に対する

要求が強く，多用途室における洗濯槽の設置が示唆される．洗濯物の干し場は前バルコニ

ーを，たたむ場所はコシルを，収納方式は各自の部屋に分散して収納する家が多い．この

ように洗濯行為を行う場所がまとめられていないことから，洗濯物が住戸全体を移動する

ことによる不便・不都合がうかがえる．洗濯の共同化に対する意識をみた結果，否定的な

家が多く，個々の家で洗濯機をもつという洗濯の個別化への意識が高いことが認められる．
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　目的　一般家庭において総床面積に占める木質系床材の比率が増加する傾向にある。現

在用いられる主要な木質系床材であるフローリングは、合板を基板として表面化粧板を貼

り塗装を施した構造を有しているため、様々な環境要因に対する耐久性等が旧来のムク材

よりなる木質系床材と異なると考えられる。また、床材だけでなく住宅構造及び住宅内外

の環境変化により、生じる汚れの質も変化してきていると考えられる。そこで材質や汚れ

の双方の変化に対応すべく、床の最適な手入れ方法についての検討を行った。

　方法　1）フローリング所有者を対象に、気になる汚れについて意識調査を行った。

2）汚れの除去方法の検討；家庭内で生じる頻度の高い各種の汚れに対し、から拭き、水

拭き、掃除機がけ等の除去効果について検討を行った。

3）フローリングの劣化試験；日光、磨耗、水の各劣化要因に対する表面の変化について

検討した。劣化の測定は、表面形状の変化を表面粗さの測定により、損傷度合いを画像解

析による面積比の測定により行った。

　結果　1）フローリングの気になる汚れとして、綿ボコリ、髪の毛、食べこぼし、ペヅ

トの毛などが挙げられた、　２）から拭き、掃除機がけ等の乾式掃除でもホコリ等の軽い

汚れに対しては効果があり、日常的には十分であると考えられた。しかし、汚れの種類に

よっては湿式掃除でないと除去不可能であった。　　3）日光・摩擦だけでなく水拭きでも

フローリング表面の劣化が促進されることが判明した。また、このような要因からの劣化

防止にワックスなどの保護剤の定期的な処理が有効であることも判明した。
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